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プロジェクト報告資料（2018.03.29） 

 

「Can-do-statements を利用した言語運用能力の把握と活用」 

 

伊藤奈津美・毛利貴美・岩下智彦・沖本与子・高橋雅子 

 

１．プロジェクトの目的 

本プロジェクトは、日本語教育研究センター（以下、センター）の学習者が自ら日本語能力を

評価し、レベル判定や科目の決定、学習目標設定など行うことができるように、その指標やツー

ルとなるセンター独自の Can-do statements（以下 CDS）を作成することを目的とする。 

 

２．CDSの作成手順 

 「みんなの Can-doサイト」の CEFRおよび JFスタンダードの CDSのうち、大学教育や研究

活動に関わる CDS を抜粋し、センターの教育内容にあわせて、表現などを一部修正した。2016

年度は調査対象者が中級から上級前半レベルであったため、CDS は A1：1 項目、A2：2 項目、

B1および B2：各 3項目、C1：1項目の全 42項目（読む 10／書く 12／聞く 10／話す 10）とし

た。2017年度には調査対象者拡大に伴い、各レベル 3項目とし、全 72項目で調査を行った。 

 

 ※「みんなの Can-do サイト」（注１）、CEFR（注２）、JF スタンダード（注３）について詳しくは下

記サイトを、本プロジェクトで使用した CDS（2016 年度版）については、下記注 4 を参照のこ

と。 

 

注 1）https://jfstandard.jp/cando/top/ja/render.do 

 2）Council of Europe https://www.coe.int/t/dg4/linguistic/Source/Framework_EN.pdf 

 3）http://jfstandard.jp/top/ja/render.do;jsessionid=D95B9189229FF21B91E060DC71C54882 

 4）「CJL における中級から上級前半学習者の自己評価 ―Can-do Statements を用いた調査報

告―」沖本与子・高橋雅子・伊藤奈津美・毛利貴美・岩下智彦『早稲田日本語教育実践研究』

第 5号，pp.39-56，2017年 

https://waseda.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_

main_item_detail&item_id=37851&item_no=1&page_id=13&block_id=21 

 

３．2016年度の活動概要 

① 総合日本語 4－6（中級～上級前半）の学習者を対象として CDS調査を行った。 

調査時期：2016年春学期開始時および終了時、秋学期開始時および終了時 

調査方法：インターネット上の Surveymonkeyを用い、学習者自身がアクセスして 

回答する。 

 ② アンケート調査は春学期および秋学期の終了時に実施した。 

 ③ インタビュー調査は、CDS調査に参加した学習者の中からインタビュー調査への調査協力
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に同意した学習者を対象に春学期および秋学期終了時に行った。 

 ④ 調査協力者数： 

   春学期開始時 151 名、終了時 103 名、秋学期開始時 183 名、終了時 114 名から回答を得

た。インタビュー調査は春学期 10名、秋学期 8名に行った。 

⑤ フィードバックシートの送付 

学期開始時および終了時の 2 回の CDS 調査の協力者のうち、希望者には自己評価上の 4

技能の伸びを示したフィードバックシートを送付した。 

 

  2016年度調査では、CDSによる自己評価は、各科目を履修している学習者の J-CAT 

スコアと弱い相関がみられたことや、調査に用いた CDSの妥当性などが検証できた。 

 

４．2017年度の活動概要 

（１）集中日本語 1-2、総合日本語１－６の学習者対象の調査 

① CDS調査 

調査時期：2017年春学期開始時および終了時、秋学期開始時および終了時 

調査方法：インターネット上の Surveymonkeyを用い、学習者自身がアクセスして 

回答する。 

② アンケート調査は春学期および秋学期の終了時に実施した。 

③ インタビュー調査は、CDS調査に参加した学習者の中からインタビュー調査への調査協力

に同意した学習者を対象に春学期および秋学期終了時に行った。 

④ 調査協力者数 

春学期開始時 182名、終了時 102名、秋学期開始時 171名、終了時 93名から回答を得た。

インタビュー調査は、春学期 7名、秋学期 6名に行った。 

 

（２）テーマ科目を履修する 7－8レベルの学習者対象の調査 

① CDS調査、アンケート調査、インタビュー調査 

調査時期：2017年秋学期終了時 

調査方法：CDS 調査およびアンケート調査は、インターネット上の Surveymonkey を用

い、学習者自身がアクセスして回答する。インタビュー調査は CDS調査および

アンケート調査終了後行った。 

② 調査協力者数 

   7－8レベルの学習者 13名 

 

（３）フィードバックシートの送付 

学期開始時および終了時の 2 回の CDS 調査の協力者のうち、希望者には自己評価上の 4

技能の伸びを示したフィードバックシートを送付予定。 
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５．今後の予定 

  プロジェクトは終了するが、これまでの調査結果を分析し、センターで学ぶ学習者が自身の

レベルを自己評価できる CDS を完成させたいと考えている。また、日本語教育国際研究大会

（2018.8予定）において、口頭発表を行う予定である。 

 

６．参考 

  これまでの成果を以下の口頭発表・論文等で公開している。発表済みの口頭発表については、

要旨を記載する。 

 

１）「Can-do statementsを用いた CJL学習者の自己評価―総合日本語 4－6レベルを 

対象とした調査報告―」岩下智彦・沖本与子・高橋雅子・伊藤奈津美・毛利貴美 

『早稲田大学日本語教育学会 2016年秋季大会予稿集』，pp.34-37，2016年 

２）「日本語中級学習者を中心としたレベル選択に関する意識―Can-do statement調査 

実施後のアンケート調査から―」高橋雅子・伊藤奈津美・毛利貴美・岩下智彦・ 

沖本与子 『2016年度日本語教育学会第 9回研究集会予稿集』，pp.13-16，2017年 

３）「CJLにおける中級から上級前半学習者の自己評価 ―Can-do Statementsを 

用いた調査報告―」沖本与子・高橋雅子・伊藤奈津美・毛利貴美・岩下智彦 

『早稲田日本語教育実践研究』第 5号，pp.39-56，2017年 

https://waseda.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_

main_item_detail&item_id=37851&item_no=1&page_id=13&block_id=21 

４）「自律学習につなげる学習リソースとしての Can-do statements の可能性―学習者への意識

調査の結果から―」 伊藤奈津美・毛利貴美・岩下智彦・沖本与子・高橋雅子 『2017年度

日本語教育学会春季大会予稿集』，pp.39-56，2017年 

 

 

 

【参考資料：発表・論文要旨】 

 

〔2017 年度日本語教育学会春季大会（早稲田大学，2017.5.21）発表・口頭発表⑰〕  

  

自律学習につなげる学習リソースとしての Can-do statements の可能性 

 ―学習者への意識調査の結果から― 

  

伊藤奈津美・毛利貴美・岩下智彦・沖本与子・高橋雅子  

 本研究の目的は，Can-do statements（以下，CDS）を用いて学期開始時および終了時に実施し

た CDS 調査とインタビュー調査の結果から，CDS の学習リソースとしての活用の可能性を探

ることである。CDS 調査は 2016 年春学期に学期開始時および終了時，インタビュー調査は終

了時に行った。CDS 調査結果を，Graded Response Model を使用し分析した結果，開始時，終
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了時の回答が同定できた 85 名中 73 名の能力推定値が上昇していることが示された。また，イ

ンタビュー調査の結果，CDS に答えることで自己効力感の上昇をもたらし，日本語学習への動機

づけを高め，さらに次学期に向けての自律的な学習計画につなげていたことがわかった。CDS の

項目ごとに適切なアドバイスを策定し，学習者に提示できるようになれば，CDS は自律学習に向

けた学習リソースとして十分活用できると考える。 （伊藤・毛利・岩下・沖本・高橋―早稲田大

学） 

 

 

〔2016(平成 28 年度)第 9 回日本語教育学会研究集会 

（大阪府・大阪 YMCA 国際専門学校）発表要旨〕  

  

日本語中級学習者を中心としたレベル選択に関する意識 

―Can-do statement 調査実施後のアンケート調査から― 

  

高橋雅子・伊藤奈津美・毛利貴美・岩下智彦・沖本与子 (2017.3.11)   

  

多様な学習者が学ぶ早稲田大学日本語教育研究センター（CJL）では，CJL 独自のプレースメ

ントテストによるレベル判定やクラス配置を行わず，J-CAT の結果などを参考に，学習者が主体

的に自身に合ったプログラムを組み立てられるようになっている。発表者らは，CJLの学習者が

より主体的に日本語のレベルを判定するための新たな指標として，自己評価のための能力記述文

（Can-do statements：CDS）の作成に取り組んできた。その一環として，2016 年度春学期の開

始時と終了時に，日本語レベル中級から上級前半の学習者を対象に， 「全然できない」から「問

題なくできる」までの 7 件法を用い，WEB 上で CDS 調査を実施した。その結果，学期終了時

に全レベルにおいて各技能の平均値が伸びていることが確認できた。 本発表は，この CDS 調査

や自己レベルについて学期終了時に実施した WEB アンケート の調査結果を中心に報告する。

学期を振り返って自分で選択したレベルが自身の日本語能力に「とても合っていた」「だいたい合

っていた」と回答した学習者は 84.6％(有効回答数 84)であった。そのうち，選択したレベルが

「とても合っていた」と回答した中級レベルの学習者は，主に J-CAT の点数や前学期のレベル

など，客観テストの結果や環境要因を参考 にしてレベル選択を行っていたが，「レベル選択に 

CDS は役に立つか」という質問に対しては，「いいえ」が 20.9％，「分からない」が 41.9%と肯

定的評価が少なかった。一方で，中上級・上級前半レベルの学習者は，肯定的評価が半数以上を

占め，レベル選択も客観テストの結果だけでなく，多様なリソースを利用している傾向が見られ

た。CJLは学習者の主体的な学びを重視しているため，中級レベルの学習者が自分の学習を自分

で評価・管理し， 自律的に日本語学習を進めていけるようにサポートすることが今後の課題であ

る。 （早稲田大学） 
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〔早稲田大学日本語教育学会 2016年秋季大会〕 

 

Can-do statementを用いた CJL学習者の自己評価 

－総合日本語 4-6レベルを対象とした調査報告－ 

 

岩下智彦・沖本与子・高橋雅子・伊藤奈津美・毛利貴美 

 

調査は、2016年度春学期の授業開始時に総合日本語 4−6レベルを対象として行った。調査に使

用した CDS は、CEFR および、JF スタンダードを参考に、 CJL の現状に合った記述文を作成

し、全 42 項目について「全然できない」から「問題なくできる」までの 7 件法の質問項目とし

た。これに、履修クラスや J-CAT の得点等に関するアンケート項目を加え、WEBアンケートサ

イトを使用して実施した。収集した回答は、履修レベルおよび 4 技能別に基礎統計量を算出し、

CDS と J-CATとの相関を見た。加えて、各レベル と CEFRの対応についても検証を行った。 

調査の結果、151名の有効回答を収集し、α係数 0.967と信頼性が確認された。4技能全体の

平均値は、レベルが上がるにつれ上昇しており、レベル間に有意な差が見られた。これは、CJL

の総合 4－6を履修する学習者は、レベルが上がるにつれ、より広範かつ高度な言語行動が可能

になっていることを示唆している。一方で、4 技能別に見ると、レベル間に差が見られない技能

もあった。具体的な項目を見るため、島田他（2009）に従い回答の平均が 5.5以上の項目を「で

きる」項目と規定し、各レベルの学習者が「できる」言語行動を見た。今期入学の学生を除いた

総合 6の学習者に対象を絞ってみると、「書く」及び「聞く」において他のレベルに比べ「でき

る」項目が多かった。 

次に、CJLの各レベルと CEFRのレベルとの対応を確認するため、「できる」項目と CEFRの

レベルとの対応を見た。その結果、総合 4は A2、総合 5は A2から B1、総合 6は、B1程度であ

った。最後に、CDS と J-CATの関連性を確認するため、 J-CAT点数が得られた 87名の回答を

対象に、CDS と J-CAT の相関係数を算出した。その結果、弱い相関がみられ（r=.38，p<.01）、

更に対象を 15年度からの継続学生に絞ると、中程度の相関がみられた（r=0.，p<.01）。現在レベ

ル判断の指標として使用している J-CAT と CDS に一定の関連性が見られたことから、CDS が

レベル判断の指標の一つになり得ることを示したと言えよう。 


